
Ⅰ　指定障害福祉サービス （各年度１０月単月分の数値）

評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

17,382 20,224 22,303 23,732

14,812 19,636 22,188 25,073

749 811 875 969

673 846 956 1,081

7,541 10,717 11,387 13,272

9,504 7,843 8,157 8,483

28 33 39 51

66 29 30 31

560 587 500 562

434 610 665 725

29 31 29 30

28 32 34 38

0 0 0 0

780 260 260 260

0 0 0 0

3 1 1 1

3,181 3,093 3,194

3,880 3,996 4,113

154 159 159

200 206 212

17,280 29,609 30,259 30,896

31,091 26,468 27,792 29,181

940 1,456 1,497 1,539

1,477 1,439 1,510 1,586

69 219 215 237

459 91 116 144

5 10 11 12

26 7 8 10

1,012 887 1,105 1,194

1,591 1,384 1,587 1,808

52 50 69 68

74 71 81 93

2,107 2,824 3,183 4,292

5,962 2,262 2,375 2,494　一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に
必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。

就労移行支援

134.0% 172.1%35.3%（延人日/月） 124.8%利用量

63.6%（延人日/月） 64.1% 69.6% 66.0%

137.5% 120.0%

自立訓練
（生活訓練）

*宿泊型訓練含む

利用量

19.2%（実人/月） 142.9%

（実人/月） 70.4% 85.2% 73.1%70.3%利用者数

　自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期
間、食事や家事等、生活能力の向上のために必要な訓練を
行う。

（延人日/月） 111.9% 108.9% 105.9%

利用者数

55.6%

97.0%

自立訓練
（機能訓練）

利用量

63.6%（実人/月） 101.2% 99.1%

15.0%（延人日/月） 240.7% 185.3% 164.6%

利用者数

生活介護

利用量
　常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事
の介護等を行うとともに、創作的活動又は生産活動の機会
を提供する。

　自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期
間、リハビリテーション、歩行訓練等、身体機能の向上の
ために必要な訓練を行う。

77.4% 77.7%

利用者数 （実人/月） 77.0% 77.2% 75.0%

0.0%（実人/月） 0.0% 0.0% 0.0%

重度障害者等
包括支援

利用量 0.0%（時間分/月） 0.0%

同行援護

利用量
平成２３年１０月から
の新規事業のため、記

載がありません。

（時間分/月） 82.0%

利用者数

　視覚障害により移動に著しい困難を有する人に、移動時
及びそれに伴う外出先において、必要な視覚的情報の支援
や移動の援護、排泄・食事等の介護、その他外出する際に
必要となる援助を行う。

重度訪問介護

75.2% 77.5%

利用者数 103.6%（実人/月） 96.9%

129.0%（時間分/月） 96.2%

85.3% 78.9%

136.6% 139.6% 156.5%

利用者数 42.4%

利用量

（実人/月） 113.8% 130.0% 164.5%

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 （ 下 段 ） と 実 績 （ 上 段 ）

　日中活動系サービス

　訪問系サービス

平成２３年度 平成２４年度

（単位）

平成２５年度 平成２６年度

居宅介護

利用量

サービスの種類 第２期計画

　入浴、排泄又は食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の
家事並びに生活等に関する相談及び助言その他の生活全般
にわたる援助を適切かつ効果的に行う。

　入浴、排泄又は食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の
家事、外出時における移動中の介護並びに生活等に関する
相談及び助言その他の生活全般にわたる援助を適切かつ効
果的に行う。

　利用者が行動する際に生じ得る危険を回避するために必
要な援護、外出時における移動中の介護、排泄又は食事等
の介護その他の当該利用者が行動する際に必要な援助を適
切かつ効果的に行う。

　居宅介護、重度訪問介護、行動援護、生活介護、児童デ
イサービス、短期入所、共同生活介護、自立訓練、就労移
行支援、就労継続支援及び旧法施設支援（通所によるもの
に限る）を包括的に提供する。

　　　日中活動系サービス

◎

○

△

△

△

○

○

○

○

◎ 就労移行支援事業所数の大幅な増加（H24年度
末:13事業所→H26年度末:24事業所）による利用
者数の急増により、見込量を大幅に上回ってい
る。

　第３期千葉市障害福祉計画（指定障害福祉サービス等）の進捗状況

サービスの内容 第３期計画

94.7%

利用者数 111.3%（実人/月） 95.9% 91.5% 89.6%

117.4%（時間分/月） 103.0% 100.5%

79.3%（時間分/月）

0.0% 0.0%

行動援護

利用量

考察

○

○

◎

◎

○

○

△

　　　訪問系サービス

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込み通り（見込量の75%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の75%未満）

◎：
○：
△：

概ね見込み通りの実績となっている。

平成26年度から対象者が拡大され、知的・精神
障害者も対象となったことが要因と推定され
る。

概ね見込み通りの実績となっている。

訪問系、日中活動系、短期入所等、サービス内容が多
岐に渡ること、及び包括報酬となっていることによ
り、個々のサービスに比べ割安な報酬設定となってお
り、事業者参入が進まない。一方、個々のサービスで
対応しているため、利用者の需要もない。
なお、指定を受けている事業所は全国で概ね４０程度
であり、千葉県内で指定を受けている事業所はない。

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

第2期福祉計画中は旧法施設からの移行が見込ほ
ど進まなかったが、平成２３年度末に大幅に移
行があったため、第3期福祉計画の見込量を大き
く上回っている。

旧法施設からの移行が見込ほど進まなかったた
め、見込量を大きく下回っている。

資料３ 



評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 （ 下 段 ） と 実 績 （ 上 段 ）

平成２３年度 平成２４年度

（単位）

平成２５年度 平成２６年度

サービスの種類 第２期計画サービスの内容 第３期計画

考察

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込み通り（見込量の75%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の75%未満）

◎：
○：
△：

121 145 176 243

271 130 137 143

　一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に
必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。

就労移行支援

利用者数 44.6%（実人/月） 111.5% 128.5% 169.9% ◎

就労移行支援事業所数の大幅な増加（H24年度
末:13事業所→H26年度末:24事業所）による利用
者数の急増により、見込量を大幅に上回ってい
る。



評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 （ 下 段 ） と 実 績 （ 上 段 ）

平成２３年度 平成２４年度

（単位）

平成２５年度 平成２６年度

サービスの種類 第２期計画サービスの内容 第３期計画

考察

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込み通り（見込量の75%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の75%未満）

◎：
○：
△：

1,077 1,351 1,516 1,887

2,079 1,130 1,186 1,246

51 63 70 91

92 54 56 59

6,585 9,084 9,894 9,732

6,493 8,283 8,697 9,132

380 469 549 556

302 479 503 528

279 2,229 2,201 2,297

264 279 310 310

9 72 71 75

9 9 10 10

2,664

1,450

522

381

2,223 2,277 2,335 2,531

2,486 2,419 2,637 2,874

274 288 292 298

309 299 326 355

173 219 261

236 197 224

82 93 94

146 92 103

459 766 765 762

872 769 769 769

Ⅱ　指定相談支援

評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

0 21 80 100

68 138 276 412

2 0 8

49 54 59

◎：
○：
△：

○

概ね見込み通りに推移している。

※ケアホーム及びグループホームは、平成26年
度よりグループホームに一元化されたため、見
込・実績ともに両サービスを合計して記載して
います。

概ね見込み通りの実績となっている。

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込み通り（見込量の75%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の75%未満）

　地域相談支援

計画相談支援 利用者数

　支給決定を受けた利用者が障害福祉サービスを適切に利
用することができるよう、サービス利用計画を作成すると
ともに、当該計画に基づく障害福祉サービスの提供が確保
されるよう、障害福祉サービス事業者等との連絡調整等を
行う。

24.3%

主に精神科病院からの退院者を対象としている
が、病院の相談室等が当該事業の役割を果たし
ているため、見込量を下回って推移していると
想定される。

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

99.1%52.6%（実人/月） 99.6% 99.5% ○

△

考察

第２期計画

（単位）

地域移行支援 利用者数

平成２４年４月からの
新規事業のため、記載

がありません。

（実人/月） 4.1%

0.0%

障害者支援施設等に入所している障害者又は精神科病院に
入院している精神障害者に対し、住居の確保その他の地域
における生活に移行するための活動に関する相談その他の
便宜を供与する。

（実人/月） 15.2%

0.0% 13.6% △

29.0%
十分な報酬が確保されていないことから、民間
事業者の参入が進まなかったためと推定され
る。

　施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事
の介護等を行う。

88.5%

就労継続支援
（Ｂ型）

　一般企業等での就労が困難な人に、雇用契約に基づき働
く場を提供するとともに、知識及び能力の向上のために必
要な訓練を行う。

　一般企業等での就労が困難な人に、就労の機会や生産活
動の機会を提供するとともに、知識及び能力の向上のため
に必要な訓練を行う。

　自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も
含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等を行う。

就労継続支援
（Ａ型）

利用量

利用者数

施設入所支援

利用者数 101.1% 91.3%

利用者数

56.2%
共同生活援助
（グループホーム）

短期入所

100.0%（実人/月）

（実人/月）

児童デイサービス

利用量 （延人日/月）

88.1%

利用者数

89.4%（延人日/月） 94.1%利用量

88.7%（実人/月） 96.3% 89.6% 83.9%

共同生活介護
（ケアホーム）

利用者数 73.3%
　夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排せつ、食
事の介護等を行う。

　夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上
の援助を行う。

137.0%

105.7%

370

750.0%

利用者数

（実人/月） 111.2% 116.5%

　医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓
練、療養上の管理、看護、介護及び日常生活の世話を行
う。

　障害児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団
生活への適応訓練等を行う。

療養介護

利用量 710.0% 741.0%

利用者数

105.7%（延人日/月） 798.9%

183.7%

（実人/月）

800.0% 710.0%

391

106.6%

利用者数 125.8%

101.4%（延人日/月） 109.7% 113.8%利用量

（実人/月） 97.9% 109.1% 105.3%

55.4%（実人/月） 116.7% 125.0% 154.2%

119.6% 127.8% 151.4%51.8%（延人日/月）

第３期計画

　居住系サービス

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 （ 下 段 ） と 実 績 （ 実 績 ）

サービスの内容サービスの種類

　　　居住系サービス

概ね見込み通りの実績となっている。

○

◎

◎

○

○

就労継続支援A型事業所数の大幅な増加（H24年
度末:4事業所→H26年度末:7事業所）による利用
者数の急増により、見込量を大幅に上回ってい
る。

概ね見込み通りの実績となっている。

児童福祉法の一部改正に伴い、平成２４年４月
１日から障害児施設に入所している障害「者」
は療養介護に移行したため、見込量を大幅に上
回っている。

◎

◎

○

　第１期障害福祉計画及び第２期障害福祉計画において指定障害福祉サー
ビス（日中活動系サービス）でしたが、児童福祉法の一部改正に伴い、平
成２４年４月１日から「児童発達支援」または「放課後等デイサービス」
として実施しています。



評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 （ 下 段 ） と 実 績 （ 上 段 ）

平成２３年度 平成２４年度

（単位）

平成２５年度 平成２６年度

サービスの種類 第２期計画サービスの内容 第３期計画

考察

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込み通り（見込量の75%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の75%未満）

◎：
○：
△：

11 33 46

49 54 59

概ね見込み通りの実績となっている。

平成２４年４月からの
新規事業のため、記載

がありません。居宅において単身その他の状況において生活する障害者に
対し、常時の連絡体制を確保し、障害の特性に起因して生
じた緊急の事態等に相談その他の便宜を供与する。

地域定着支援 利用者数 （実人/月） 22.4% ○61.1% 78.0%



Ⅲ　地域生活支援事業　　１　必須事業 （各年度年間の数値）

評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

①　相談支援事業

7 7 7 7

6 7 7 7

実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

12 12 10 10

16 12 12 12

実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

7 7 7 7

7 7 7 7

232 216 239 208

236 235 245 255

35 51 52 58

50 52 52 52

146 126 139 135

122 150 150 150

120 145 126 112

90 105 105 105

131 134 155 149

150 140 140 140

14,004 16,779 16,591 17,181

11,837 16,541 18,195 20,015

13 12 12 15

15 15 15 15

739 571 620 656

833 612 642 674

79,333 74,509 71,643 75,793

91,581 70,747 74,215 77,914

①　Ⅰ型

5 6 6

5 6 6

351 420 486

410 492 492

②　Ⅱ型

17 3 3 2

16 3 3 3

642 117 129 70

235 132 132 132

③　Ⅲ型

7 10 11 12

3 13 16 19

18 303 365 347

10 364 442 520

1 1 1 1

1 1 1 1

702 892 666 774

570 754 851 961

◎：
○：
△：

他市町村利用分

箇所数

　　　実利用者数 実利用者数

施設において創作的活動、生産活動の
機会を提供するとともに、社会との交
流の促進を図ります。

（か所）

箇所数①　利用箇所数

実利用者数②　実利用者数

自閉症等の発達障害児（者）に対する
総合的な支援を行います。

123.2%（人）

100.0% 100.0% 100.0%100.0%（か所）

118.3% 78.3% 80.5%

180.0%（人） 83.2% 82.6% 66.7% △

76.9% 68.8% 63.2%233.3% △

273.2%（人） 88.6% 97.7% 53.0% △

106.3% 100.0% 66.7%100.0%

千葉市利用分

86.6%（時間） 105.3% 96.5% 97.3%

（か所） 100.0% 100.0%
＜第２期計画では、千葉
市利用分と他市町村利用
分として、見込量を定め
ています。＞

（人） 85.6% 85.4% 98.8%

屋外での移動が困難な障害者に対し、
外出のための支援を行います。

（件） 80.0% 80.0% 100.0%86.7%

93.3% 96.6% 97.3%88.7%（人）

118.3%（件） 101.4% 91.2% 85.8% ○

110.7% 106.4%87.3%（件） 95.7% ○

（件） 138.1% 120.0% 106.7%133.3% ○

119.7%（件） 84.0% 92.7% 90.0% ○

100.0% 111.5%70.0%（件） 98.1% 概ね見込み通りの実績となっている。○

91.9% 97.6% 81.6%98.3%（人）

聴覚、言語障害、音声機能、視覚その
他の障害のため、意思疎通を図ること
に支障のある障害者等に、手話通者等
の派遣を行います。

100.0% 100.0%100.0%
（実施の有

無）
100.0%

100.0%（人） 100.0% 100.0% 100.0% 概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

（実施の有
無）

100.0% 100.0% 100.0%100.0% ○

75.0%（か所） 100.0% 83.3% 83.3% ○

100.0% 100.0%100.0%
（実施の有

無）
100.0% ○

（か所） 100.0% 100.0% 100.0%116.7% 概ね見込み通りの実績となっている。○

考察

（か所）

○

○

　　ア　障害者相談支援事業 箇所数

平成２３年度

障害者やその保護者、介護者からの相
談に応じ、必要な情報の提供や権利擁
護のための援助を行います。

実施の有無　　イ　地域自立支援協議会

事　　　業　　　名

（１）　相談支援事業

（単位）

概ね見込み通りの実績となっている。

（６）　発達障害者支援センター運営事業

（５）　地域活動支援センター

（４）　移動支援事業

（３）　日常生活用具給付等事業

（２）　コミュニケーション支援事業

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込み通り（見込量の75%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の75%未満）

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

事業内容および対象者 第２期計画 第３期計画

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 と 実 績

100.0%

実利用件数

実利用者数

延利用時間

　　　実利用者数

箇所数　　　箇所数

実利用者数　　　実利用者数

　　　箇所数

箇所数　　　箇所数

実利用者数　　　実利用者数

実利用者数

　　　延べ利用時間数

⑥　居宅生活動作補助用具
　　　（住宅改修費）

実利用件数⑤　排泄管理支援用具

実利用件数④　情報・意思疎通支援用具

在宅の重度障害者（児）に対し、自立
支援用具等の日常生活用具を給付又は
貸与します。

実利用件数③　在宅療養等支援用具

実利用件数②　自立生活支援用具

実利用件数①　介護訓練支援用具

②　手話通訳者・要約筆記奉仕員
　　　派遣事業

設置者数①　手話通訳者設置事業

実施の有無③　成年後見制度利用支援事業

実施の有無②　市町村相談支援機能強化事業

箇所数　　ウ　障害児等療育支援事業

（６）　発達障害者支援センター運営事業

○

○

○

（２）　コミュニケーション支援事業

（１）　相談支援事業

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

○

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

（３）　日常生活用具給付等事業

○

○

○

○

△

　③　Ⅲ型

　②　Ⅱ型

　①　Ⅰ型

（５）　地域活動支援センター

（４）　移動支援事業

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

地域活動支援センターから就労継続支援Ｂ型事業
所への移行が進んだため。

ワークホーム等からの移行が見込み量ほど進まな
かったことに加え、地域活動支援センターから就
労継続支援B型事業所への移行も進んだため。



Ⅲ　地域生活支援事業　　２　その他の事業 （各年度年間の数値）

評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

1 1 1 1

3 1 1 1

5 5 5 5

25 5 5 5

15 12 14 16

10 11 11 11

34 36 42 45

30 37 37 37

226 55 20 13

510 245 257 270

4 2 1 1

7 5 5 5

3 3 3 3

3 3 3 3

743 598 617 678

710 877 921 967

24 16 27 13

5 39 41 43

635 363 480 283

480 854 897 941

5 5 5 5

5 5 5 5

◎：
○：
△：

利用箇所数

（人）

（１）　福祉ホーム事業

事　　　業　　　名

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 （ 下 段 ） と 実 績 （ 上 段 ）

事業内容および対象者 第２期計画 第３期計画

平成２５年度 平成２６年度平成２３年度

100.0% 100.0% 100.0%

30.1%

（８）　社会参加促進事業 事業数
スポーツ・芸術文化活動等を行うこと
により、社会参加を促進します。

132.3%（時間） 42.5% 53.5%延利用時間

（７）　生活サポート事業

100.0%（事業）

480.0%

68.2%

障害程度区分認定が非該当となった障
害者に対し、ホームヘルパーを派遣
し、生活支援及び家事援助を行いま
す。

（人） 41.0% 65.9% 30.2%実利用者数

100.0% 100.0% 100.0%

日中において一時的に見守り等の支援
が必要な障害者に対し、日中の活動の
場を提供します。

100.0%（事業）

日常生活上必要な訓練・指導や知的障
害者が自分たちの権利や自立のために
社会に働きかける等の本人活動などを
支援します。

67.0% 70.1%

事業数

104.6%（人）

40.0% 20.0% 20.0%

4.8%

（４）　知的障害者職親委託制度 実利用者数

知的障害者を一定期間、知的障害者の
援護に熱意のある事業経営者に預け、
生活指導及び技能習得訓練等を行いま
す。

44.3%（人） 22.4% 7.8%

57.1%（人）

（か所） 109.1% 127.3% 145.5%150.0%

113.5% 121.6%113.3%（人） 97.3%

（５）　生活支援事業

実利用者数（６）　日中一時支援事業

実利用者数
（３）　更生訓練費支給事業

＊第２期福祉計画では「更生訓練費・施設入所者就職支度金
給付事業」

実利用者数

利用箇所数

（２）　訪問入浴サービス事業

就労移行支援事業又は自立訓練事業を
利用している方に更生訓練費を支給し
ます。

入浴が困難な重度身体障害者に対し、
訪問により入浴サービスを行います。

平成２４年度

現に住居を求めている障害者に対し、
低額な料金で、居室その他の設備を提
供します。

100.0%33.3%（か所） 100.0%

（単位）

100.0%

20.0% 100.0% 100.0% 100.0%実利用者数

考察

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込み通り（見込量の75%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の75%未満）

概ね見込み通りの実績となっている。

概ね見込み通りの実績となっている。

平成２３年度までは訓練日数に応じて定額を助成してい
たが、平成２４年度より、訓練に必要な物品を実際に購
入した場合に領収書を添付して助成申請する制度に見直
したため。

就労支援施設、地域活動支援センター等の施設整備も進
み、職親制度そのものに対する需要が減ってきている。

概ね見込み通りの実績となっている。

児童福祉法の一部改正に伴い、平成２４年４月より日中
一時支援（放課後対策型）が児童福祉法に規定する放課
後等デイサービスに再編されたため。

障害程度区分が認定される者は、障害福祉サービスの支
給が可能となることから、利用者が限定されるため。

概ね見込み通りの実績となっている。

△

△

○

○

○

○

○

△

△

○

△



 

　１．　福祉施設入所者の地域生活への移行　

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

単年度実績 16 人 16 人 67 人 58 人 52 人 66 人 45 人 35 人 39 人 17 人 16 人 20 人 17 人 24 人 40 人 56 人 49 人 50 人

累計数 16 人 32 人 99 人 157 人 209 人 275 人 320 人 355 人 394 人 38.6% 36.4% 45.5% 38.6% 54.5% 90.9% 127.3% 111.4% 113.6%

進捗状況 20.0% 40.0% 123.8% 196.3% 261.3% 343.8% 73.4% 81.4% 90.4%

１１人 × ４倍 ＝ ４４人

２７５人 ＋ ８０２人 × ２０％ ＝ ４３６人

・平成２６年度に４００人の就労移行を目指す。

進捗状況

一般就労移行者数

第１期福祉計画 第２期福祉計画 第３期福祉計画 第１期福祉計画 第２期福祉計画 第３期福祉計画

千葉市の
目標値

地域生活移行者数
（第１期計画からの累計数）

第２期計画の到達点（２７５人）に、第１期計画策定時点の施設入所者数（８０２人）の２０％（１６
１人）を加算。

４３６人以上

県の基本的な
考え方

・平成１８年度から平成２６年度の間で、１，５００人の地域移行を目指す。 ・就労継続Ａ型、就労移行支援事業の利用者の目標は示さない。

・入所定員については、削減目標は示さない。

千葉市の
考え方

・第１期及び第２期計画期間を通じて、福祉施設から一般就労への移行者の目標値は、平成１７年度の実績である１１人を基準と
し、国の基本指針に従い、その４倍以上の４４人以上としましたが、これに対し平成２３年度（平成２２年１０月１日から平成２３年１０
月１日）における福祉施設から一般就労への移行者は４０人となっており、平成１７年度の約３．６倍と目標値には及ばないため、第
３期計画期間も引き続き４４人以上を目標値として定め、福祉施設利用者の一般就労への移行を促進する。

千葉市の
考え方

・本市の福祉施設から地域生活への移行者は、第１期計画策定時点から平成２３年度までの累計で２７５人となり、第１期及び第２期
計画期間を通じた目標値である８０人を大幅に上回る結果となっているため、本市では、国の基本指針を上回る目標値を設定し、引き
続き施設入所者の地域移行を促進する。

・一方、平成１７年１０月１日時点の施設入所者数は８０２人ですが、現在も施設入所者数はほぼ同数で、地域で施設入所を希望してい
る、いわゆる入所施設待機者も平成２３年１２月１日現在で８７人いることから、総入所者数を減少させるのは難しい状況であるため、
入所定員については、削減目標を設定しないこととする。

千葉市の
目標値

一般就労への移行者数
（平成２６年度年間の数値）

第１期計画時点の一般就労移行者数（11人）の4倍とする。

４４人以上

※　出典：厚生労働省社会福祉施設等調査（～Ｈ２２年度）
　　　　　　上記調査対象施設に対して市独自調査を実施（Ｈ２３年度～）

※　出典：厚生労働省実施調査「入所者の地域生活への移行状況について」（～Ｈ２２年度）
　　　　　　上記調査対象施設に対して市独自調査を実施（Ｈ２３年度～）

国の基本指針

・福祉施設利用者のうち、平成２６年度中に一般就労に移行する者は、平成１７年度の一般就労への移行実績の４倍以上とする。

国の基本指針

・平成１７年１０月１日時点の施設入所者数の３割以上が地域生活へ移行する。
・平成２６年度末における福祉施設の利用者のうち、２割以上が就労移行支援事業を利用するとともに、平成２６年度末における就
労支援事業の利用者のうち３割は就労継続支援Ａ型事業を利用することを目指す。

・平成２６年度末の施設入所者数を、平成１７年１０月１日時点の施設入所者から１割以上削減する。
県の基本的な

考え方

436人以上 802 人 80 人

44人以上 11 人

単年度実績

第３期千葉市障害福祉計画（平成２６年度目標値）の進捗状況

　２．　福祉施設から一般就労への移行　

【目標値】

平成２６年度末
までの地域生
活移行者数

平成17年
10月1日

時点の施設
入所者数

【参考】
平成23年度

末までの
地域生活
移行者数
の目標値

地域生活移行者数
【目標値】

平成２６年度中
（単年）の一般
就労移行者数

平成１７年
度の年間一
般就労移行

者数


